
ので本隊はそこで待つように指示して、多田は北沼分岐に戻ると植原様と石原様が残っていた。一人ずつ交互に背
負って何度かビストンして雪渓を登りきると、市川様と市川様を介護している野首様がいた。多田は、雪渓上部の
213分先で待っていた本隊に追いつき、行動不能の人はビバークし、松本は動けるお客様 10人を連れて下山する
よう指示する。又、同所の少し先にトムラウシ分岐があるので下山方向を間違わないように、同分岐で 10人を点
呼するようにとも指示した。松本は歩き出し、ゆっくりとしたペースでトムラウシ分岐に15分ん20分程度で到
着したが、点呼したら8名 しかいなかった。当時の松本は前述の転倒で極限状態にあり2名を探しに行く精神力も
体力も残さ4ていなかった。松本は 8名のお客様にこの道標に向かって下山してくださいと伝えて、救助の電話を
する一心だけで歩き始めた。前トム平を少し下った所で前田様が電波が通じると言ったので 110番 してください
と頼んだ。警察には4名以上自力で下山できないので救助を要請します (15時 54分)と話したが、後はよく覚
えていない。電話がすみ、先に下山するように伝える。意識が戻ったのは病院だった。
トムラウシ分岐の少し手前で後れた 2人は木村様と斐品様で、松本が先頭で歩き始めてトムラウシ分岐手前 5分の
所で木村様がふらつき、斐品様は木村様を介護したが木村様は意識をなくした。斐晶様が、下山を続けるとさらに
動けない状態の味田様と竹内様を見つける。 2人を必死に介護するがその甲斐なく意識をなくされたのでその場を

撃れる (13時 40分 )。 斐品様がさらに下山すると真鍋様とシュラフに包まれた岡様と出会う。真鍋様は元気な様
子だったが、この場所を離れたくないと話され、無理強いはせずに下山を続ける。
一方、多田は歩けないお客様の所へ戻り、唯一行動に支障のない野首様に手伝ってもらいツェルトの中に動けない
3人を入れて体をさすり保温に努めた。多田はさらに救助要請のために携帯の電波が届く場所を探し南沼キャンプ
地方面へ歩く。 16時 49分にメールを送信する。その先少し歩くと木村様が一人うずくまっていた。その先に青
いビ■―ルシートの塊があり、中にテント、毛布、ガスコンロを見つける。木村様に毛布をかけ、ビバーク地点へ

戻る。野首様に手伝っていただきテントを立てお湯を沸かす。しかし、植原様の意識がなくなる。市川様には体温
が伝わるように抱きかかえた。飲料水が少なくなったので南沼方面に再度行き、携帯で電話して 19時 10分に本
社松下と警察と話す。テントに戻ると市川様の意識はなかった。


